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外科領域感染症 に対す るloracarbefの 臨床的検討

納賀克彦

川崎市立川崎病院外科*

新 たに開発 された経 ロカルバセフェム系抗生物質loracarbefの 外 科領域感染症に対する

有効性および安全性について検討 した。臨床結果は著効1例,有 効20例 で あった。細菌学

的効果は,菌 の分離 された19例 の うち,消 失18例,減 少(一 部消失)1例 であった。21例

全例に副作用お よび臨床検査値の異常 を認めなかった。
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Loracarbef(LCBF)は 協 和醗 酵工 業株式会社で新規

に開発 された経 ロカルバセフェム剤である 1)。本剤 は

抗菌活性 を有するcefaclorの セ フェム母核中のイオウ

原子 を炭素原子 に置換 させることにより,化 学的安定

性 を高めたもので,内 服後腸管より吸収 され,循 環血

液中に分布 し,代 謝されることなく,未 変化体の まま

尿中より排泄 される。

本剤はグラム陽性,グ ラム陰性菌に対 し広範囲の抗

菌 スペ ク トラムを有 し,ま た一部のβ-lactamaseに 対

して安定で,本 酵素産生株にも強い抗菌力を示すこと

が報告 されている 2,3)。今 回我々は,LCBFを 外 科領域

感染症患者21例 に投与 し,臨 床効果および安全性 に

ついて検討 したのでその成績 を報告する。

対象は1991年7月 か ら1991年9月 までに,川 崎市立

川崎病院で治験参加の同意 を得 られた外科領域感染症

患者21例,(フ ル ンケル症2例,凛 疽2例,皮 下膿瘍3

例,感 染性粉瘤8例,肛 門周囲膿瘍4例,創 二次感染2

例)で ある。男性11名,女 性10名 で あ り,年 齢は18

歳 か ら79歳 であった。投与方法は1回200mgを1日2回

または3回 食後に経口投与することとした。投与期間

は5日 から14日 間であった。

臨床効果判定は臨床症状および検査所見等か ら主治

医 によ り著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階の判定

を行った。臨床効果判定の基準は本剤投与開始から7

日以内に感染症状(発 熱,白 血球数,赤 沈,CRP>の 改

善 または臨床症状(発 赤,腫 脹,疼 痛,熱 感,排 膿,

硬 結)の2/3項 目以上の消失 を認めた ものを有効 とし,

特 に,投 与開始時の症状が高度である場合を著効と判

定 した。やや有効とは症状 になん らかの改善が認めら

れた もの,無 効 とは症状が不変または悪化 したものと

した。安全性はLCBF投 与 に起因すると考えられる副

作 用および臨床検査値の異常変動から判定 した。

Table1に 対 象症例の臨床成績 を示 した。フルンケ

ル症の2例 は,投 与終了時に発赤,腫 脹,疼 痛,熱 感

等 すべ て の 自他 覚症 状 が消 失 し,症 例1で はCRP

2.55mg/dlか らく0.25mg/dl,症 例2で はWBC9400/

mm3か ら7200/mm3と 正 常化 したため有効 と判定 した。

症例3,4の 凛 疽 は軽症であったが,す べ ての 自他

覚症状が消失 したため有効とした。

皮下膿瘍の3例 は本剤投与 により排膿が消失 したた

め,ま た特 に,症 例6で は体温38.2→36.2℃,白 血球

数 が12300→6000/mm 3,CRPが3.67→1.49→<

0,25mg/dlと 推移 した事か ら有効 とした。

症例8か ら15は 感染性粉瘤の症例で,症 例9でWBC

が10300/mm 3か ら6800/mm 3,症 例14で11900/mm 3

か ら7000/mm 3とそれぞれ正常化 した。また体温につ

いては症例8で37.2→36.4℃,症 例9で37.6→36.6℃,

症 例12で37.6→36.8℃,症 例13で37.2→36.6℃ と平

温化 した。8例 全て,本 剤投与に より発赤症状の改善

および腫脹,疼 痛,熱 感が消失 したため有効 とした。

肛 門 周 囲膿 瘍4例 中,症 例16はWBC11000→

8600/mm 3,CRP5.1→<0-25mg/dlと 正常化 し,投 与

前の臨床症状の程度が高度であったものが本剤7日 間

投与により全て消失 した事 より著効 と判定 した。症例

17は 投与終了時 にすべての 自他覚症状が消失 した事,

症例18,19は 投 与期間が12日,14日 と他に比べて長

い がWBC(症 例18:14000→6000/mm 3,症 例19:

23200→6000/mm3)お よ びCRP(症 例18:13.1→<

0,25mg/dl,症 例19:10.8→<0.25mg/dl)が 正 常化 し

た事 よりそれぞれ有効とした。

症例20お よび21は 手術創の二次感染で本剤投与に

より自他覚症状が改善 されたためそれぞれ有効 と判定

した。

細菌学的効果 を見ると,起 炎菌は19例 に分離され,
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消失18例,減 少(一 部消失)1例 であった。起因菌 と推

定された分離菌は coagulase-negative Staphylococcus5

株, Peptostreptococcus sp. 4株, Staphylococcus aureus と

Staphylococcus epidermidis は各3株, Propioni bacterium

acne s 2株,お よびGroup D Streptococcus sp.,Escher-

ichia coli,Citrobacter freundii,Providencia rettgeri,

Bacteroides fragilis が各1株 で,そ れらはすべて消失 し,

残存したのはS.epidermidis1株のみであった。

安全性においては本剤投与中に自他覚的副作用は認

めなかった。臨床検査値 について もTable2に 示 す如

く検査が実施 された21例(症 例4,17は 投 与前の検査,

症例6,11,15は 投与後の血液学的検査を実施 しなか

ったため投与 中の値 を採用 した)に 本剤 と関連のあ る

異常変動 は認め られなか った。

以上,新 しく開発 された経ロカルバセフェム系抗生

物質LCBFを 外 科領域感染症21例 に対 して使用 し,臨

床効果 と安全性 について検討 を行った結果 を報告 し

た。今回の21症 例のみで臨床効果の評価 をす ること

Table 1.Clinical results of loracarbef in surgical infection

CNS:coagulase-negative Staphylococcus
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Table 2.Laboratory findings before during and after treatment with loracarbef

* :dUling
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は危険であるが,全 例が有効以上の成績であり,ま た

副作用の発現はなく,臨 床検査でも本剤と関連のある

異常値は認められなかったことにより,LCBFは 外科

領域感染症においてさらに検討を加える価値のある有

用な薬剤であると考えられた。
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Clinical studies on loracarbef in the surgical field

Katsuhiko Nohga

Department of Surgery,Kawasaki City Hospital

12-1,Shinkawa-dori,Kawasaki-ku,Kawasaki city,Kanagawa 210,Japan

Loracarbef,a new oral carbacephem antibiotic,was clinically evaluated in 21 patients with

various surgical infections.The clinical efficacy was excellent in 1 patient and good in 20 patients.

Regarding bacteriological response,the causative organism was eradicated in 19 patients and

decreased in 1 patient.No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


